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横
浜
市
が
推
進
す
る
「
ヨ
コ
ハ
マ
3ス
Rリ

夢ム

プ
ラ
ン
」
は
、
3
R
に
取
り
組
む
こ
と

で
ご
み
を
減
量
し
、
環
境
に
負
荷
を
か
け

な
い
街
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
横

浜
市
在
住
の
方
な
ら
よ
く
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
3
R
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
市
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
今
回
は
、
エ
コ
に
貢
献
し
て
い
る
市

内
の
お
店
の
中
か
ら
、
3
R
夢
な
お
店
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
な
お
店
と
い
え

ば
、
衣
類
、
家
具
、
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
や
古
書
店
な
ど
が
す
ぐ
に
思
い

浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
横
浜
の
街

に
は
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
エ
コ
な
お

店
が
あ
り
ま
す
。
地
産
地
消
に
取
り
組
む

飲
食
店
や
排
ガ
ス
ゼ
ロ
の
自
転
車
タ
ク

シ
ー
、
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
や
家
具
を
修
理

し
て
く
れ
る
専
門
店
、
お
気
に
入
り
の
洋

服
や
バ
ッ
グ
、
靴
を
染
め
直
し
て
く
れ
る

お
店
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
お
店
を
利
用
す
る
こ
と

は
、
結
果
と
し
て
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
や

C
O
2

が
減
っ
た
り
、
ご
み
の
減
量
に
つ

な
が
り
ま
す
。
3
R
は
、
ご
み
の
発
生
抑

制
が
一
番
大
事
で
す
が
、
エ
コ
な
お
店
を

利
用
す
る
こ
と
で
も
貢
献
で
き
る
の
で
す
。

ブックギャラリー＆カフェ 風
フ ウ

信
シ ン

 

表通りから住宅街へと入った小さな路
地にひっそりと佇むようにあるのが「ブッ
クギャラリー＆カフェ 風信」。古書販売の
お店ですが、カフェでもあります。店内は
壁一面に天井まで届く本棚が並んでいま
すが、不思議と落ち着く空間になっていて、
まるで書斎のようです。本棚には美術書
や文芸書、児童書、趣味の本などの古書
が並び、絶版になっている文庫もあります。
南アルプスの伏流水で
淹れたコーヒーを味わ
いながら、お気に入り
の本をゆっくりと選んで
いると、ちょっと贅沢な
時間を過ごすことがで
きます。

コーヒーを飲みながら
ゆっくりと古書選びを楽しむ

 横浜市中区野毛町3-142
☎ 045-242-3768

 12：00～19：00（金・土は21：00まで）
 月曜（定休）・火曜（不定休）
 http://home.netyou.jp/33/fushin/

春になって暖かい風が心地よく感じるようになると、外出するのが楽しくなります。
そこで、横浜の街歩きで見つけた、素敵なお店やスポットをご紹介します。

横浜市が取り組んでいる3
ス

R
リ

夢
ム

な生活に役立つお店ばかりです。

春の横浜街歩きスポトッ
エ コ ラ イ フ を 応 援 す る
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店名は、80km圏内の食材を80％以上用いた料理を提供
することから名付けられています。思うような食材を揃える
のが難しい飲食店の地産地消ですが、このお店は真面目によ
い食材を探しています。地野菜のラタトゥイユやカレー、季節
野菜のデリが選べるアラカルトメニューの他に、お弁当、ケー
タリングなどもあります。メニューの詳細はHPで確認できます。

80km圏内の食材を使った安心ごはん

 横浜市中区太田町2-28　☎ 045-663-7056
 11：00～15：00／17：00～21：00（土曜・祝日11：00～夕方）
 日曜
 http://www.8080food.com

横濱うたげや ど根性ホルモン

ど根性ホルモンは、横浜産の食材の流通と販
売を行う「よこはまグリーンピース」の代表であり、
地産地消の推進に取り組む店主が営む居酒屋で
す。野菜は市内の農家から仕入れたものを使用
し、メニューには生産者の名前と場所が書かれて
います。また、地元の恵みを地元で楽しむ「横浜・
地恵地楽マルシェ」を開き、野菜の販売もしてい
ます。メニューは、ホルモン網焼きミックス三種
盛り450円、塩モツ煮、牛ハツのたたきが各480
円、オリジナル商品の横浜焼小龍包が250円な
ど、とってもリーズナルブルな価格です。

リーズナルブルな料金で
地元野菜とホルモンをガッツリ

 横浜市西区戸部町7-224　☎ 045-320-3077
 17：00～23：00
　（ランチ11：00～14：00・木曜日のみ）
 日曜・第3月曜
 http://www.dokohoru.info

80＊80 hachimaru-hachimaru

ベロタクシーとは、自転車タクシーのこと。ドイツで開発
され、横浜には2007年に登場しました。赤レンガ倉庫や中
華街などベイエリアを中心に、決まった運行ルートを走ります。
初乗りが300円で、ポイントごとに100円加算されます（詳し
くはHP参照）。排気ガスゼロ、騒音もない時速8キロのタク
シーで、ゆったりと移動するのは、とても気分がいいですよ。

排気ガスと騒音の出ない人力タクシー

 横浜市中区寿町1-1-11興和ビル1F
☎ 045-228-3380

 11：00～19：00（電話受付10：00～18：00）
 無休（雨天・荒天は休業することあり）
 http://www.velotaxi-yokohama.jp/

ベロタクシー横浜
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ダニエルはクラシック家具メーカーですが、壊れた家具を
修理する「家具の病院」も併設しています。修理は、木工、
張り替え、塗装などのすべての工程が可能です。張り替えも
表面だけでなく、中の材料まで剥がしてきっちりと直します。
担当するのは各工程のベテラン職人たち。魂のこもった職人
技で、お気に入りの家具を新品同様に蘇らせてくれます。

名門家具メーカーの職人が家具を修理

 横浜市中区元町3-126　
☎ 0120-497-669

 受付時間9：00～18：00　  無休
 http://daniel.kagunobyouin.jp/

ダニエル 家具の病院

無料でおもちゃを修理してくれるおもちゃの病院（http://
toyhospital.org/）は全国にあり、横浜市内にも30カ所以上
あります。その中から、修理を毎月行っている「ラポール お
もちゃの病院」を紹介します。横浜ラポール内にあるおもちゃ
図書館が開催するもので、毎月第2木曜日に開院します。事
前申込が必要なので詳細はホームページで確認してください。

壊れたおもちゃを無料で修理

 横浜市港北区鳥山町1752横浜ラポール（おもちゃ図書館内）
☎ 045-475-2055

 毎月第2木曜10：00～15：00（事前予約・1人2点まで）
 http://www.yokohama-rf.jp/shisetsu/rapport/

ラポール おもちゃの病院

リサイクル着物のお店「かないや」は、着物や帯、和装
小物などを常時一万点以上の品揃えで、店頭・インターネッ
ト販売している専門店です。支店「リサイクル横丁」には、
練習着や素材用の格安着物・羽織、古布など、掘り出し物が
ところ狭しと並んでいます。着物はどうしても敷居が高く感じ
ますが、リサイクルなら手が出せるものが見つかるはずです。

練習着から小物まで何でも揃うリサイクル着物

 横浜市鶴見区豊岡町14-30金井ビル2F
☎ 045-581-7523

 10：00～18：00（日曜は13：00～18：00）　  無休
 http://www.kanaiya.co.jp/

着物リサイクル かないや

洋服、バッグ、靴のリフォーム、リカラー、リペア、クリー
ニングを行う「リビングアップ」。リカラー（染め直し）をしてく
れる専門店は少ないため、全国から注文が届くそうです。毛
皮や皮製品のリフォーム、修理、染め直しに強いので、愛着
のある服やバッグがあったら、相談するとよいかもしれません。
料金など、詳細はホームページをご確認ください。

染め直しで革製品や洋服を甦らせる

 横浜市旭区白根2-5-16　
☎ 0120-657-757

 8：30～22：00　  無休
 http://www.living-up.jp

リビングアップ
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横浜市のごみ焼却工場のひとつ、金沢工場では、リユース
家具を無料で提供しています。粗大ごみとして回収した家具
のうち、再利用が可能なもの（修理はしていない）を年に数回
提供するもので、市内在住、在勤、在学の方ならば、抽選
会に申し込むことができます。抽選会の申し込みや実施日等、
詳しくはホームページをご覧ください。

粗大ごみの再利用でリユース家具を無料提供

 横浜市金沢区幸浦2-7-1資源循環局金沢工場管理棟
☎ 045-784-9711
 http://www.city.yokohama.lg.jp/shigen/sub-soshiki/kojo/
kanazawak/15re-use/

横浜市資源循環局 金沢工場リユース家具

リユース文庫とは、読み終わって不用になった本の交換が
できるスペースのこと。区役所や図書館など市内の施設に25
カ所ほど設置されています。リユース文庫は、1回の持ち込
みにつき原則として1人10冊までとなっています。リユース文
庫に気に入った本があれば、そのまま持ち帰ることが可能で
す。場合によっては、図書館への寄贈図書になる場合もあり
ますが、いずれにしても有効活用につながります。

読み終えた本を次の人に提供するリユース文庫

設置場所、問い合わせは以下のホームページから確認してください。
 http://www.city.yokohama.lg.jp/shigen/sub-soshiki/
jimusho/shi9.html

横浜市資源循環局 リユース文庫

横浜市の各区役所などには、家庭で不用になったもの
を交換するための情報掲示板が設置されています。掲
示板の場所はホームページで確認してください。
http://www.city.yokohama. lg . jp/shigen/

sub-soshiki/jimusho/shi8.html

不要品交換情報版

横浜市のリサイクル関連施設

横浜市では、家庭から出される古紙（ダンボールを除
く）と古布を回収するボックスを市内112カ所に設置して
います。設置場所は、区役所、地区センター、スポーツ
センターなど。詳しい設置場所は、ホームページから確
認してください。
http://www.city.yokohama. lg . jp/shigen/

sub-shimin/dashikata/shi5.html

資源回収ボックス

各区にある横浜市の資源循環局事務所が行っている
家庭から出される資源物の拠点回収のこと。古紙、古布、
缶・びん・ペットボトル、プラスチック製容器包装、小さ
な金属類などの資源物を持ち込むことができます。
http://www.city.yokohama. lg . jp/shigen/

sub-shimin/kyoten/kou006.html

センターリサイクル

ごみや環境問題について楽しく学ぶことができる横浜
市の施設が6カ所あります。ここでは、ごみの分別や3R（ス
リーアール）について学ぶことができる展示を行っています。

3
ス

R
リ

夢
ム

啓発施設

●3
ス

R
リ

夢
ム

ひろば　鶴見　☎ 045-521-2191
 横浜市鶴見区末広町1-15-1資源循環局鶴見工場内

●3
ス

R
リ

夢
ム

ひろば　あさひ　☎ 045-953-4851
 横浜市旭区白根2-8-1資源循環局旭工場内

●3
ス

R
リ

夢
ム

ひろば　金沢　☎ 045-784-9711
 横浜市金沢区幸浦2-7-1資源循環局金沢工場内

●3
ス

R
リ

夢
ム

ひろば　つづき　☎ 045-941-7911
 横浜市都筑区平台27-1資源循環局都筑工場内

●リサイクルひろば　港南　☎ 045-832-0135
 横浜市港南区港南台8-4-41資源循環局港南事務所内

●プレパーク　さかえ　☎ 045-891-9200
 横浜市栄区上郷町1570-1資源循環局栄事務所内
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NPO法人あっとほーむ代表
理事。横浜市都筑区で学童
保育所「あっとほーむ」を
運営し、仕事に忙しいママた
ちの子育てを支援している。
www.npoathome.com

小栗ショウコ

隔月連載 1

私
が
主
催
す
る
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
20

代
の
若
い
マ
マ
が
涙
を
流
し
て
次
の
よ
う

な
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
正
社
員
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
出

産
を
機
に
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。
子
ど
も

が
１
歳
に
な
っ
て
、
お
弁
当
屋
さ
ん
で
少

し
だ
け
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
ら
と
て
も
楽

し
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
、
子
育
て
以

外
の
場
で
、
子
ど
も
の
マ
マ
じ
ゃ
な
い
自

分
と
し
て
社
会
に
関
わ
る
こ
と
が
、
ど
ん

な
に
大
切
な
の
か
が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
。

子
ど
も
は
目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
ほ

ど
か
わ
い
い
。
愛
情
だ
っ
て
言
葉
で
は
言

い
表
せ
な
い
ほ
ど
感
じ
て
い
る
。
で
き
る

こ
と
な
ら
ず
っ
と
一
緒
に
い
た
い
気
持
ち

に
嘘
は
な
い
。
で
も
、
ほ
ん
の
少
し
で
い

い
か
ら
自
分
で
い
ら
れ
る
時
間
も
ほ
し
い

と
思
う
の
は
、
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
世
の
中
に
お
い
て
い
か
れ
る

不
安
、
マ
マ
と
し
て
し
っ
か
り
し
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
日
々

戦
っ
て
い
る
マ
マ
が
日
本
中
に
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
い
る
で
し
ょ
う
。

昔
か
ら
子
育
て
は
、
地
域
の
み
ん
な
が

手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
悪
い
こ
と
を

し
た
ら
叱
っ
て
く
れ
る
カ
ミ
ナ
リ
親
父
は

い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
近
所
に
頼
れ
る

人
が
い
て
く
れ
た
ら
、
子
育
て
中
の
マ
マ

に
は
心
強
い
支
え
に
な
る
の
で
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
の
時
は
こ
う
し
て
い

た
と
か
、
小
学
校
入
学
時
の
壁
は
こ
う
し

て
乗
り
切
っ
た
と
か
、
先
輩
マ
マ
か
ら
聞

い
た
情
報
が
、
子
育
て
中
の
マ
マ
に
は
宝

物
に
思
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
だ
か

ら
先
輩
マ
マ
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
そ
の
経
験

を
多
く
の
人
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
現
役
マ
マ
の
皆
様
、
多
く
の
人
か
ら
話

を
聞
い
て
ヒ
ン
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
。

私
は
、
長
年
夜
間
保
育
と
学
童
保
育
で

子
育
て
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

ほ
か
に
、
マ
マ
た
ち
の
お
話
会
も
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
じ
地
域
に
住
ん

で
い
る
先
輩
マ
マ
た
ち
に
、
子
ど
も
が
小

さ
い
時
に
ど
う
し
た
と
か
、
そ
の
時
自
分

は
こ
う
思
っ
た
、
だ
か
ら
今
は
こ
う
い
う

こ
と
を
し
て
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
と
か
、

お
話
を
し
て
も
ら
う
の
で
す
。
身
近
に
住

ん
で
い
る
地
域
の
マ
マ
た
ち
の
経
験
を
聞

く
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
役
立
つ
こ
と
な
の

か
は
、
笑
顔
で
帰
っ
て
い
く
参
加
者
の
様

子
を
見
て
い
れ
ば
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
連
載
で
は
、
そ
ん
な
子
育
て
支
援

を
し
て
い
る
私
の
経
験
と
、
そ
こ
で
聞
い

た
先
輩
マ
マ
た
ち
の
声
を
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
は
夏
休
み
の

過
ご
し
方
に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
し
ょ

う
。
幼
稚
園
・
保
育
園
時
代
か
ら
、
小
学

生
の
時
こ
ん
な
経
験
を
さ
せ
た
ら
ひ
と
ま

わ
り
成
長
し
た
と
か
、
あ
ん
な
経
験
さ
せ

て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
な
ど
、
今
だ
か
ら

語
れ
る
失
敗
談
も
含
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
る
夏
休
み
の
イ

ベ
ン
ト
を
選
ぶ
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
よ
。

あ
っ
と
ほ
ー
む
な
子
育
て
し
ま
し
ょ
！

「
子
育
て
マ
マ
の
宝
物
」
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山
下
公
園
で
行
わ
れ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ブ
ー
ス
を
出
展

3
月
10
日（
土
）、
11
日（
日
）
の
2
日
間
、
都
市
生

活
者
が
も
っ
と
気
軽
に
実
現
で
き
る
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
、「
ア
ー
バ
ン
・
ス
ロ
ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

た
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2 

i
n 

Y
O
K
O
H
A
M
A
」
が
山
下
公
園
で
開
催
さ
れ
、
当

組
合
も
Y
E
S（
ヨ
コ
ハ
マ
・
エ
コ
・
ス
ク
ー
ル
）
へ

出
展
し
ま
し
た
。
来
場
者
数
は
2
日
間
合
計
で
約

3
万
5
0
0
0
人
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
世
代
を
超

え
た
多
く
の
人
で
賑
い
、
ゴ
ミ
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
環
境
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
時
開
催
さ
れ
た
「
B
o-

s
a
i
2
0
1
2
」
会
場
と
と
も
に
、
山
下
公
園
を
た

ま
た
ま
訪
れ
た
と
い
う
方
も
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、

環
境
や
防
災
を
軸
に
し
た
新
し
い
暮
ら
し
方
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

分別体験の参加者でにぎわう組合
のブース

1,000名を超える来場者で大盛況のイベント会場

本誌は古紙70%の再生紙と環境にやさしいNonVOCインキ、
油性インキ「SOYA-eシリーズ」を使用しています。

●次号予告
6月号の特集は
衣替えと衣類のリサイクルだよ！
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シュ。一般的なティッシュは1箱150組で
すが、200組でボリュームもたっぷり。

1箱200組400枚入り・5箱1パック
ご注文は
1ケース（10パック） 3,600円 から
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TEL：045-444-2531　E-mail：mail@recycledesign.or.jp

大人気！ りくみのティッシュ

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た

カ
ー
ボ
ン
・マ
ー
ケ
ッ
ト
E
X
P
O
2
0
1
2

3
月
7
日（
水
）、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
E
X
P
O
2
0
1
2

〜
カ
ー
ボ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
日
本
を
元
気
に
〜
」
に

出
展
し
、
組
合
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
取
り
組
み
、

環
境
絵
日
記
の
P
R
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
環
境
絵
日
記
に
応
募
し
た
横
浜
市
内
の

小
学
生
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
は
「
環
境
絵
日
記
」
に
応
募
し
た
小

学
生
1
人
当
た
り
が
家
庭
か
ら
出
る
C
O
2

の
1
・
71

㎏
分
の
う
ち
、
1
㎏
分
を
岩
手
県
の
森
林
が
吸
収
し
た

C
O
2

を
利
用
し
て
オ
フ
セ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
応
募
総

数
は
1
万
8
6
9
0
作
品
で
し
た
の
で
19
ト
ン
分
の

C
O
2

を
オ
フ
セ
ッ
ト
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
取
り
組
み
は
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
認
証
委

員
会
の
審
議
を
経
て
「
カ
ー
ボ
ン・
オ
フ
セ
ッ
ト
認
証
」

を
取
得
し
ま
し
た
。



この仕事に専心することで、微力でも

人のために役立つことができたらありがたい

そして、日々健康で働けることに感謝している

Recycle Designer Profile

NOBUYUKI ENDO
2

遠藤商店代表。取扱品目は、びんを中心に紙類、
アルミなど。20歳で事業を継いでからこの道
一筋に43年。福祉関係のボランティアや募金
活動にも力を注ぐ責任と行動力の男だ。

（横浜市資源リサイクル事業協同組合 東支部長）


